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記念式典の最後に清澄宿舎前で行われた記念撮影

 

　千葉演習林は国内最初の大学演習林として 1894 年 11 月 29 日に創設され、今

年で創立 120 周年となりました。これを記念して 2014 年 11 月 15 日（土）に千

葉演習林清澄構内にて、式典が開催されました。式典には、大学院農学生命科学研

究科長、千葉県鴨川市長・君津市長をはじめ、千葉演習林に縁のある関係者約 60

名が招かれ、千葉演習林の歴史紹介、ミツバツツジの記念植樹、展示リニューアル

した博物資料館の公開といった諸行事が和やかに行われました。そして式典後には

会場を市内のホテルに移して、千葉演習林 OB・OG らも加わり記念祝賀会が盛大

に行われました。式典および祝賀会では、日頃の千葉演習林運営へのご協力に対し、

参加者の皆さんへ感謝の意が示されるとともに、手作りのお土産として、スギの絞

り染め手ぬぐい、ウバメガシの置き炭、ミツバツツジの苗木等が手渡されました。

120 周年記念特別号

千葉演習林

120 周年特集記事は
4 ～ 6 ページに

あります。



全国大学演習林秋季総会が
東京大学で開催されました

   2014 年 9 月 25 日（木）、東京大学弥生講堂
において全国大学演習林協議会の秋季大会（総
会）が開催されました。今回は本大学が幹事校
ということで、演習林の教職員が運営スタッフ
として活躍しました。また、今年度は、日本最
初の大学演習林である千葉演習林の創設 120
年目にあたり、大学演習林 120 周年記念誌「日
本列島大学の森めぐり」が参加者に配布されま
した。一条ホールで開催された総会では、森林
管理技術賞として 3 部門合計 10 名の技術職員
が表彰されたほか、さまざまな議題について熱
心な討議が行われました。懇親会では、古谷研 
研究科長の挨拶のあと思い思いに懇談し、大学
や演習林間の親睦が大いに深まりました。2 日
目 26 日（金）は好天に恵まれ、千葉演習林を
見学しました（参加者 47 名）。日本森林学会
の林業遺産に登録されている浅間山や、千葉演
習林ならではの高齢級人工林などを見学しまし
た。参加者は歴史ある人工林に感銘を受けると
共に、急峻な地形での森林管理の困難さに思い
至っていました。また、イノシシやシカが生息
している痕跡が多数有り、獣害対策で苦労して
いる参加者から質問が出ていました。

　上記の全演協の秋季大会において、北海道演
習林の渡邉良広さんが「森林管理および竹炭生
産技術を活かした大学生向け体験型教育プログ
ラム開発への貢献」、中川雄治さんが「地理空
間情報技術を活用した天然林施業データの収
集・管理・分析手法の確立と普及」、秩父演習
林の齋藤俊浩さんが「冷温帯落葉広葉樹林の生
物相に関する長期基礎データ収集・分析による
学術的貢献」として、それぞれ森林管理技術賞
の特別功労賞、技術貢献賞、学術貢献賞を受賞
しました。弥生講堂での授与式では 3 人とも
緊張した様子でしたが、懇親会ではユーモアを
交えた素晴らしいスピーチを聴かせてくれまし
た。　

技術職員 3 名が森林管理技術賞を
受賞しました

授賞者の記念撮影

左から中川さん、齋藤さん、鈴木会長、渡邉さん

懇親会における齋藤さんのスピーチ

懇親会で乾杯

千葉演習林での集合写真

大学演習林 120 周年

記念誌の表紙



秋のガイドツアー
「演習林の試験地見学」開催しました

　2014 年 9 月 26 日（金）、東京大学農学部
林学科の 1964 年の卒業生 8 名が、卒業 50 周
年を記念して生態水文学研究所を来所されまし
た。卒業生の皆さんが測量学・砂防工学の実習
生であった 1962 年当時、学生宿舎や実習地は
現在の瀬戸市市街地にあったため、案内当日は、
現在の赤津研究林だけでなく、市街地の旧・実
習地にも足を運びました。卒業生の皆さんは、
変わり果てた実習地の姿に驚愕される一方、当
時の学生宿舎や荒廃した丘陵の古い写真を片手
に、52 年前の若かりし日々を追憶し、その記
憶を確かなものにされたご様子でした。また、
当研究所の教員による特別講義においては、現
在推進している研究を高く評価していただきま
した。

　2014 年 10 月 15 日（水）と 18 日（土）に
温室の特別公開を行いました。一般の方を対象
に年に数回実施していますが、はるばる東京か
ら来られた方も含めて、2 日間で計 57 名が参
加されました。毎回好評を頂いている体験コー
ナーでは、今回、カカオからのチョコレート作
りを行いました。まず、カカオの木から実を採
取し、発酵させたカカオ豆を焙煎してすり潰し、
ホワイトチョコレートに混ぜました。次に、温
泉を竹に流してチョコレートの湯せんを行うと
ともに、なめらかな口あたりと見かけを美しく
するための温度調節工程（テンパリング）を行

秩父演習林

温室で育成中のカカオから
チョコレート作りを体験

樹芸研究所

温泉を利用したテンパリングをする参加者の皆さん

シカ柵の設置理由とその対象区について

説明を受ける参加者

「現在」の学生宿舎前での集合写真（佐藤健氏より提供）

東京大学林学科卒業 50 周年記念行事が
行われました

生態水文学研究所

　2014 年 10 月 25 日（土）、毎年行っている
自由見学が、今年 2 月の大雪の影響で行うこ
とができなくなり、代わりに演習林の試験地
に関するガイドツアーを開催しました。朝 9
時半、西武秩父駅に定員いっぱいの 20 名が集
合しました。天気は快晴。紅葉もちょうど見
頃で、最初から最後まで参加された皆様笑顔
のガイドツアーとなりました。実際に林内を
歩きながら、演習林でどのような試験を行っ
ているかを分かりやすく解説しました。当日
行われていた新領域創成科学研究科の実習「自
然環境デザインスタジオⅡ」も見学すること
ができ、演習林における教育研究活動の一端
を理解していただく良い機会になったと思い
ます。

いました。香ばしいカカオの苦みには、独特の
存在感がありました。





　東京大学の演習林は 2014 年 11 月に 120 周年を迎え、現在、7 ヶ所 32,344ha を所
有しています。しかし、かつて海外に広大な面積を有する演習林があったことはそれほ
ど知られていません。ここでは廃止された演習林にスポットを当てて当時の様子を振り
返ってみたいと思います。各演習林については平成 26 年 9 月発行の森林技術 No.870
にも説明がありますので、併せてご覧ください。

「川瀬演習林長一行白雲山腹に於ける

昼食」（大正 6 年）

キヌア（アカザ属）の人工林

「箱根離宮から箱根演習林

予定地を望む」（大正 14

年）

「造材の景」（大正 15 年）

「チライフシュナイ丸太小屋に至る

林道開設の景」（大正４年）

 江
こうげんどう

原道演習林（現 ソウル大学演習林）
 （30,900ha、設置 1912 年、廃止 1945 年）

 全
ぜんらなんどう

羅南道演習林（現 ソウル大学演習林）
 （22,300ha、設置 1912 年、廃止 1945 年）

 熱帯林業研究所
 （83,000ha、設置 1940 年、廃止 1945 年）

 台湾演習林（現 台湾大学演習林）
 （57,600ha、設置 1902 年、廃止 1945 年）

 箱根演習林
 （0.2ha、設置 1925 年、廃止 1935 年）

 代々木演習林
 （0.4ha、設置 1902 年、廃止 1926 年）

 府中演習林 ( 現 東京農工大学
 農学部キャンパス）
 （15ha、設置 1902 年、廃止 1935 年）

 樺太演習林
 （21,000ha、設置 1914 年、廃止 1945 年）



【10 月】		
4 日 東大教職員向け特別ガイド「きのこに親しむ」◆（富士）
5 日 神社山自然観察路秋季一般公開（北海道）
15 日 温室特別公開日（樹芸）
18 日 温室特別公開日（樹芸）
18 ～ 19 日 体験ゼミ「危険生物の知識（秋編）」☆（富士）
25 日 秋のガイドツアー（秩父）
26 日 「子ども樹木博士」認定会（田無）
26 日 休日公開（田無）
28 ～ 29 日 技術職員等試験研究・研修会議◆（千葉）
30 日 犬山市立南部中学校◆（生水研）

【11 月】		
1 日 体験ゼミ「危険生物の知識」☆（千葉）
1 日 鴨川市共同事業「野鳥の巣箱をかけよう」◆（千葉）
7 日 公開作業日（富士）
9 日 日本山岳会東海支部自然保護委員会
                                           「研究施設、森林の見学」◆（生水研）
15 ～ 16 日 東京大学千葉演習林 創立 120 周年記念式典・祝賀会◆（千葉）
15 ～ 16 日 総合科目「森のエネルギーを使いこなす」☆（富士）
21 日 富良野地区合同ワークショップ（北海道）
23 日 ワークショップ「東海地方の湧水湿地の保全ー愛知県瀬戸市の
　　　　　　　　　　大学研究林内の湿地に着目してー」◆（生水研）
29 日 公開講座「水源の山を訪ねて～森と水の研究」（秩父）
29 日 犬山市民総合大学　第 3 回「現地講義」（生水研）
29 日 公開講座「林業遺産・岩樟園クスノキ林を訪ねて」（樹芸）
29 ～ 30 日 秋の一般公開（千葉）
30 日 東大教職員向け特別ガイド「リース・クラフト作り体験会」◆（田無）
30 日 休日公開（田無）

かさぶたがんしゅ病の発生生態
千葉演習林　

演習林のイベント情報 詳細はホームページをご覧になるか、各演習林にお問い合わせください。 

【12 月】		
5 ～ 6 日 秋の一般公開（千葉）
6 日 犬山研究林補助者認定試験◆（生水研）
6 ～ 7 日 総合科目「森をはかる」☆（富士）
6 ～ 7 日 総合科目「森のエネルギーを使いこなす」☆（秩父）
7 日 影森祭（秩父）
7 日 シデコブシの会「標石を探そうツアー」（生水研）
13 ～ 14 日　体験ゼミ「癒しの森を創る（冬）」☆（富士）
14 日 公開講座「74 林班クロマツ林間伐体験」（生水研）
22 ～ 23 日　学生体験活動プログラム「癒しの森の森林管理」☆（富士）

【1 月】
18 日 シデコブシの会「見学コース整備」（生水研）

【2 月】
3 日 森林博物資料館一般公開（千葉）
7 日 東大教職員向け特別ガイド「冬の散歩みち」◆（富士）
11 ～ 14 日 体験ゼミ「伊豆に学ぶ－熱帯樹木編－」☆（樹芸）
14 ～ 15 日 体験ゼミ「冬の奥秩父を巡る」☆（秩父）
23 ～ 25 日 体験ゼミ「雪の森林に学ぶ」☆（北海道）
23 ～ 27 日 総合科目「伊豆に学ぶプラス」☆（樹芸）
24 ～ 27 日 体験ゼミ「伊豆に学ぶ１」☆（樹芸）

【３月】
2 ～ 6 日 総合科目「伊豆に学ぶプラス」☆（樹芸）
3 ～ 6 日 体験ゼミ「伊豆に学ぶ 2」☆（樹芸）
7 ～ 8 日 体験ゼミ「冬の奥秩父を巡る」☆（秩父）
15 日 シデコブシの会「スキルアップ講習会」◆（生水研）
20 ～ 24 日 体験ゼミ「伊豆に学ぶ 3」☆（樹芸）　　
                         　
　　　　　　　凡例…無印：一般向け　☆：学生向け　◆：その他
 　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/） 　　
　　　　　　                     		    

　

　千葉演習林が位置する房総丘陵に
はヒメコマツが遺存的に分布してい
ます。近年、マツ枯れや乾燥害に
よってその数が急激に減少し、天然
の成木は房総丘陵全体で約 80 本し
か残っていません。それに追い打ち
をかけるように発生している病気が
あり、かさぶたがんしゅ病という病
名を、そして病原菌にはScolecostigmina 
chibaensis という名前を付けました。
ヒメコマツ以外にもストローブマツ
のような外国産を含む五葉松類に発
生します。春先に患部の表面に長さ
0.1mm 前後という大きな胞子ができ
て飛散しますが、大きいため落下す
るといった方が正確です。これは親木の下に生えた稚樹に取り付くうまい仕組み
で、胞子は主にその年に新たに伸長した被害木自身の枝や稚樹に付着して感染し
ます。患部はこぶ状で何年もかけてゆっくりと 1 ～数 cm まで大きくなり、最後
は稚樹を枯らして更新を阻害したり、成木の枝を枯らしたりします。これまでに
確認した範囲で北は会津、西は京都まで広く分布しますが、なぜか房総のような
激しい被害はほとんどみられません。被害木から離れた新植地にも発生するなど、
まだまだ謎の多い病気です。

半枯れの稚樹
枯枝に見られる患部（上）

発芽した胞子（下）



科学の森の動植物紹介

千葉演習林
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千葉演習林　
森林博物資料館

水玉模様が美しい雄の成熟個体です

ヤマトヌマエビ

ヌマエビ科ヒメヌマエビ属

学名：Caridina multidentata

　ヤマトヌマエビは淡水性のエビの仲間で、本州に分
布する種の中では大型になる種類です。本州南部・四
国・九州・琉球列島・韓国・台湾などに分布すること
が報告されており、房総半島は分布の北限になります。
成体は河川の最上流部に生息していますが、幼生の成
長には塩分が必要なため、卵から孵化した幼生は河口
の汽水域まで流下して成長し、その後初夏にかけて河
川を遡って成体の生息地まで移動します。千葉演習林
では太平洋岸に注ぐ小河川のみに見られます。千葉県
ではレッドデータブックランク C（要保護生物）に指
定されています。

　千葉演習林の清澄作業所内にある森林博物資料館は、
当初は標本館と呼ばれ、1929 年に設けられました。日
本最古の大学演習林である千葉演習林は、1895 年から
造林学の実習が行われるなど、森林教育活動において
も長い歴史があります。その中で常に重要なコンテン
ツであった森林博物資料館には、炭焼きが重要な産業
だった時代の炭窯模型、造林技術や樹木の病気といっ
た各時代における林業上の重要テーマに関する解説板
なども残されています。
　千葉演習林創設 120 周年の今年、森林についてより
親しみやすく、理解しやすいように展示をリニューア
ルしました。現在は主に、千葉演習林に生息する動物
や鳥類や昆虫などの標本、近接する清澄寺のスギ巨木
などの円板（幹を輪切りにしたもの）、古い時代の林業
の絵図や道具、さまざまな注目トピックの紹介ポスター
などを展示しており、森林の生態系や人間との関わり、
森林が抱える様々な問題などについて分かりやすく学
べるようになっています。
　実習や講義、各種見学などで利用できるほか、例年、
清澄寺に数多くの方が参拝される節分（2 月 3 日）に
一般公開を行っています。皆様のご来訪をお待ちして
います。

2 階建ての森林博物資料館

清澄寺のスギ巨木の円板


